
苗畑における除草剤

一ニップの代替としてのMO乳剤一

苗畑除草剤として使用されていたニップが米国

で催奇性のあることが判明し，昭和50年に農薬登

録から抹消され，我が固においても製造が中止さ

れた。

これまで，ニップに替る薬剤として，シマジン

が使われてきた。乙れは土壌処理剤として有効な

薬剤であるが，砂質の土壌では薬剤が土壌中を移

動して，薬害をおとしたり，施用基準内でも閉じ

場所に何回も散布することによって薬害が出ると

いう欠点がある。

ニップと閉じような性質の除草剤として現在，

市販されている農薬にエムオ一乳剤(以下MO乳

剤と云う)がある。我が国で開発され，水稲，レ

タス，ハクサイなど一般に使用されている除草剤

であるが，林業用苗畑における使用例が少なく，

薬害について明らかでない点がある。そ乙で， M

O乳剤をスギ，ヒノキ.アカマツ及びカラマツの

まきつけ床に施用し，散布量(濃度)と薬害及び

殺草効果について検討してみた。その結果は表-

1のとおりである。

10 a当りに換算してMO乳剤 750ccを 100fの

水にうすめて散布したと乙ろでは薬害は全くな

かった。次i乙薬量を倍にした 1500ccではアカマ

ツ及びカラマツの葉の一部(水滴のたまったとと

ろ)，ζ褐色の班点があるものが数本みられ，スギ，

ヒノキには異常がなかった。また， 6倍の 4500

ccを散布したと乙ろでは各樹種とも数本づ、つ褐色

の斑点が現われた(その後の生長には影響が認め

られなかった)。乙れらの乙とからMO乳剤は 10

a当りの施用量 1500ccまでは使用が可能である

といえる。

また，殺草効果調査ではスベリヒユ，カタバミ，

及びカラスビシャク(地上部)は散布してから 2

日後に枯れ，全く効かなかったものはトキンソ

ウ.ナズナ，スカシタゴボウ，コニシキソウ，ツ

メクサ及びヒメムカシヨモギ等であった。なお.

殺草効果のない雑草はキク科，アブラナ科，ナデ

シコ科である。

MO (乳剤)の作用性はニップK似ており.地

上に散布すると地表面iζ拡がって，発芽した雑草

がMOを吸収して同化作用をするとき枯殺成分と

反応して枯れるしくみになっている。

ニップと違うと乙ろは大きくなった雑草花対し

ても効果があることと，強い匂いがない乙とであ

り，施用時の気温が高いほど殺草効果を発揮する

という特徴がある。

MO乳剤の使用に際し留意する点は

1. 日射の弱し、朝・タまたは曇天時に行うこと

2. 施用基準量をまもる乙と

表 -1 苗木に対するMO手凶lJの薬害

コT息子 750 1500 4500 

ス ギ tJ. し tJ. し 薬 斑

ヒ ノ キ // M // 

ア カ て7 、y // 薬 斑 11 

カ フ て<' 'Y λ， 11 ノノ

制 1. 薬斑は全針葉の 2-3%1乙発生した。

2. 供試苗木は実生 l年生

3. MO乳剤の一般使用濃度は 1000- 1500倍(水稲及び野菜)

4. MO乳剤主成分量(2・4・6トリクロルフェノーノレ-4 I ーニトロフェ

ニルエーテル20%)

5. 水の使用量は10アール当り 100f 

(造林部大木)
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